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      10・ ロー ラー チ ェ イ ン部 品 の 自動 撰 別 装 置

            木村 毅一,植 村 吉 明,山 下 佐 明

 荒勝研究室に於て,今 回 ローラーチヱィンの部品であるピンの自動撰別器を試作 した.こ れ

は一定範園(5.12～5.is mm)の 直径 を有するもの,そ れよb大 な るもの,小 なるもの毎分約

100個 の割合で自動的に撰別 し得るものである.

 1)撰 別原理の概要  ピンを毎分約100個 の速 さで等闇隔に流 し乍 ら測定器を通過せ しめ

る,測 定器は圖の如 くコイル(倦撒4DOO,直 流抵抗591 2,・fン グクタンス9H)と 可動子並に

固定 アンビル とよりなり,ビ ンのない時,        第  1 圖

この 可動 子 とア ン ビル との 亘離 を ピ ンの 直          ・

とその た め に 可動 子 がdSだ け上 昇 し,コ

イ ル の コア にdSだ け 聞 隙 を生 す る.(ピ ン

の な い時 はAS =O)從 つ て,コ イル の イ ン
                              藍

                            1
リツヂにかSる 交流(60av)は65Vで あつて

電源電堅の攣動は自動的に調節 されてゐる。以上の方法で得 られる電流 を用いて,リ レーを働

作させ冶ことは困難であるか ら,之 を眞室管によつて増幅すると共に,基 準範圃に入 るもの,

それより大なものに封抗するリレーを働作せ しめる.こ れにより,ピ ンの流れに蓮動する回轄

板に附脇せe移 動子を,右 或構左に移動 させる.こ れは回縛板の回縛に俘つて,後 刻,別 の2

つの リレーの内,何 れかの回路を閉 じるや うに働作する.こ れらの リレーによ り,基 準範園に

入るもの,そ れよ り大なるものとを,別 々の位置に於て,叩 き出す.小 さすぎたピンは;何 等

の作用 も受けすにその ま、脆落する。か くして大,中,小 三種の撰別は流れ式に行われるので

ある.                                    `

 2)試 験 結 果

 (1)撰 別速度毎分100個 で,撰 別精度は3/1000mmで ある.

 (2)電 源電墜の攣動120V～80Vに 封 して,上 記の精度を安定に保つ.

 (3)増 巾器 ダイアルの調節により各種の直径を有するピンの操別にも,そ の まs使 用 し得

る.

 (4)本 装置はロ・・一ラ'ベ アリング,そ の他多量に要求 され る精密部品の自動撰別器として利

用 され得 る.
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